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第６回母と子のメンタルヘルスフォーラムin福岡 

「福岡での四半世紀の歩みと提言」報告書 

 

福岡県産婦人科医会 会長 平川俊夫 

副会長 深川良二 

 

1. 日時：（録画配信・LIVE配信）令和3年6月6日（日）9：30～16：30 

   （オンデマンド配信） 令和3年6月23日正午〜6月29日正午 

2. 場所：完全Web開催（シンポジウムは福岡国際会議場よりLIVE配信）  

3. 大会ホームページ：http://www.congre.co.jp/hahatoko-mh2020/index.html 

4. 参加者：参加登録人数 3,046名（医師297名、うち産婦人科医257名・他科医師40

名、医師以外2,749名）/ 6月6日の最大同時視聴者数 762名 

5. 参加登録期間：令和3年3月17日〜6月29日正午 オンライン参加登録 

6. 参加費：医師（産婦人科）5,000円、医師（産婦人科以外）1,000円、医師以外 

無料 

7. 研修単位付与：シンポジウムI・II（LIVE配信ならびにオンデマンド配信）の視

聴により、日本産婦人科医会研修参加証（医会シール）、日本産科婦人科学会

専門医研修出席証明（10点）、日本専門医機構受講単位（産婦人科領域講習；

I・II各1単位）を取得でき、また2021年度アドバンス助産師更新申請における

WHC研修、および2022年度以降アドバンス助産師更新申請における選択研修の受

講証明を取得できることとした。 

 

8. プログラム 

１）開会（録画配信） 総合司会 福岡県産婦人科医会 専務理事 藤  伸裕 

大会会長挨拶         福岡県産婦人科医会 会長 平川 俊夫 

日本産婦人科医会会長挨拶    日本産婦人科医会 会長 木下 勝之 

来賓挨拶                  福岡県知事 服部誠太郎 

福岡県医師会                   会長 松田峻一良 

２）特別講演（録画配信） 

成育基本法と母子保健の発展に向けて～産前産後ケアを含めて～ 

参議院議員 自見はなこ 

３）基調講演（録画配信） 

福岡県における妊娠期からのケア・サポート事業の歩みと今後の展望 

福岡県保健医療介護部長 白石 博昭 

周産期メンタルヘルスの研究と実践の軌跡と国際的動向～福岡からの発信〜 

医療法人風のすずらん会メンタルクリニックあいりす 院長 
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九州大学大学院医学研究院精神病態医学 臨床教授 吉田 敬子 

４）教育講演（録画配信） 

周産期メンタルヘルスの実践と向精神薬治療 

順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院 院長 

日本周産期メンタルヘルス学会 理事長 鈴木 利人 

５）トークショー（録画配信） 

福岡に生まれてきてくれた赤ちゃんへ贈る“TNCはじめてばこ”。 

～より地域に根差した放送局を目指して～ 

司会 福岡県医師会理事・福岡県産婦人科医会 副会長 濵口 欣也 

株式会社テレビ西日本 営業部 牧尾 結衣 

６）シンポジウムⅠ（LIVE配信） 

母と子のメンタルヘルスにおける多領域連携の新たな取り組み 

座長 医療法人風のすずらん会メンタルクリニックあいりす 院長 

九州大学大学院医学研究院精神病態医学 臨床教授 吉田 敬子 

福岡県産婦人科医会 常任理事 渡辺 秀明 

(1)多様なハイリスク妊産婦に対するメンタルヘルスの取り組みと産前・産

後ケア 

九州大学病院 子どものこころの診療部 特任准教授 山下  洋 

(2)母子保健事業の更なる充実「きづき、つむぎ、よりそう」福岡県を目指

して 

福岡県医師会理事・福岡県産婦人科医会 副会長 濵口 欣也 

(3)妊娠期・産褥期のEPDS使用による継続支援の経験から 

西九州大学看護学部 准教授 上野 恭子 

(4)母と子のこころの診療の教育・啓発に向けたマニュアル作りから見えて

きた周産期メンタルヘルスの重要性と課題 

福岡大学小児科 主任教授 永光信一郎 

７）シンポジウムⅡ・パネルディスカッション（LIVE配信） 

ライフステージを通じての切れ目のない支援に向けて福岡からの提言 

座長 福岡輝栄会病院 鈴宮 寛子 

福岡県産婦人科医会 常任理事 有松  直 

(1)直方市における妊娠期の切れ目のない支援に向けた取り組みと今後の課

題 

直方市役所子育て・障がい支援課 母子保健係 伊藤 有加 

(2)精神疾患合併妊産婦の支援における医療と母子保健行政の連携について

～行政の立場から～ 

糸島市役所健康増進部健康づくり課 主幹 小澤 尚子 

(3)当院におけるメンタルヘルスケアの取り組み 
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福岡大学病院 総合周産期母子医療センター 讃井 絢子 

(4)妊娠期からの切れ目のない支援と多機関連携～こども子育てサポートセ

ンターの取組を通して～ 

前 久留米市子ども未来部家庭子ども相談課長 酒井 陽一 

(5)多職種による産後ケアの仕組みづくりについて 

北九州市子ども家庭局子育て支援課 母子保健係長 堀  優子 

＊上記シンポジストによるパネルディスカッション 

８）総括（LIVE配信） 

医療法人風のすずらん会メンタルクリニックあいりす 院長 

九州大学大学院医学研究院精神病態医学 臨床教授 吉田 敬子 

９）閉会（録画配信） 

次期開催県挨拶         埼玉県産婦人科医会 会長 平田 善康 

閉会挨拶            福岡県産婦人科医会 顧問 片瀬  高 

10）エンディングロール（福岡県産婦人科医療機関の画像紹介） 

 

9. 収支報告：添付資料参照 

 

10. その他：永光教授より提供された多職種連携のための参考資料「産婦人科医、

小児科医、精神科医、心療内科医のための親子の心の診療マップ（女性の心

版、子どもの心版、親の心版）」「親子の心の診療に関する多職種連携マニュ

アル（連携症例、連携職種、連携部署）」を大会ホームページ上に公開した。 

 

 


